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３
代
目
市
長
と
し
て
、

任
期
も
３
年
余
り
経
っ
て
い

る
が
、
大
鉈
を
振
る
っ
た
改

革
を
ど
の
程
度
考
え
て
い
る

の
か
、
今
後
の
計
画
を
聞
き

た
い
。

　
　
　

今
後
、
地
方
交
付
税

の
縮
減
な
ど
が
さ
ら
に
進
ん

で
、
限
ら
れ
た
財
源
・
資
源

の
中
で
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
満
足
度
の
高
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く

た
め
に
は
、
引
き
続
い
て
行

財
政
改
革
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
第

３
次
の
行
政
改
革
大
綱
の
指

針
に
沿
っ
て
、
現
在
、
職
員

定
員
の
適
正
化
や
、
事
業
の

総
点
検
を
は
じ
め
、
公
共
施

設
の
適
正
管
理
、
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
の
推
進
、
職
員
の

資
質
の
向
上
な
ど
、
全
体
で

32
項
目
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

　
　
　

統
合
で
閉
校
に
な
っ

た
小
学
校
舎
の
対
応
策
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

　
　
　

統
合
で
閉
校
に
な
っ

た
施
設
や
土
地
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
意
向
や
施
設
の
状
態

な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
利

活
用
の
方
向
性
を
検
討
し
て

お
り
、
既
に
給
食
セ
ン
タ
ー

や
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
・
シ
ラ

キ
ノ
事
業
、
防
災
備
蓄
倉
庫
、

農
業
Ｉ
Ｔ
企
業
の
事
務
所
な

ど
、
具
体
的
な
利
活
用
を
進

め
て
い
る
。
今
年
３
月
に
、

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

を
策
定
し
た
。
今
後
は
、
こ

の
方
針
に
沿
っ
た
個
別
計
画

の
策
定
、
施
設
の
統
合
、
あ

る
い
は
そ
の
廃
止
を
含
め
た

検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　

　
　
　

10
億
近
く
建
設
費
が

か
か
る
よ
う
だ
が
、
市
民
が

喜
ぶ
の
か
。
サ
ッ
カ
ー
以
外

に
は
使
え
な
い
よ
う
だ
が
。

屋
内
交
流
広
場
は
、
有
家
運

動
公
園
近
く
に
造
る
べ
き
と

思
う
が
。
南
有
馬
で
は
利
用

度
が
低
い
と
思
う
が
。

　
　
　

有
家
総
合
運
動
公
園

を
陸
上
競
技
場
と
し
て
の
拡

張
や
、
あ
の
辺
一
帯
に
ス
ポ

ー
ツ
施
設
を
集
約
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

て
お
り
、
検
討
を
重
ね
る
よ

う
考
え
て
い
る
。

　
　
　

市
長
が
、
有
家
の
ほ

う
に
も
、
雨
天
練
習
場
の
建

設
を
、
重
点
事
業
で
や
っ
て

い
た
だ
く
、
と
い
う
事
な
の

で
、
有
馬
商
業
の
跡
地
に
つ

い
て
は
市
長
に
協
力
す
る
。

一
般
質
問
の
市
長
答
弁
は
、

市
民
に
対
し
て
の
証
文
で
あ

り
、
き
ち
っ
と
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

市長／第３次行政改革大
綱に沿って進めていく。

　
行革の今後
の計画は
行革の今後
の計画は

吉岡　巖議員

　
　
　
　

人
類
史
上
初
め
て
、

核
兵
器
禁
止
条
約
が
、
国
連

加
盟
国
の
３
分
の
２
、
１
２

２
カ
国
の
賛
成
で
可
決
さ
れ

た
。
対
照
的
な
の
は
、
日
本

政
府
の
態
度
で
あ
る
。
長
崎

市
長
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約

の
交
渉
会
議
に
さ
え
参
加
し

な
い
日
本
政
府
の
姿
勢
を
、　

　
「
被
爆
地
は
と
う
て
い
理
解

で
き
ま
せ
ん
」
と
安
倍
首
相

を
前
に
し
て
、
怒
り
を
込
め

た
。
被
爆
者
団
体
の
代
表
の

一
人
は
「
総
理
、
あ
な
た
は

ど
こ
の
国
の
総
理
で
す
か
」

と
痛
烈
に
皮
肉
っ
た
。
松
本

市
長
の
見
解
は
。

　
　
　

長
崎
市
長
は
、
日
本

政
府
に
対
し
て
、
唯
一
の
戦

争
被
爆
国
と
し
て
、
条
約
へ

の
一
日
も
早
い
参
加
を
目
指

し
、
核
の
傘
に
依
存
す
る
政

策
の
見
直
し
を
要
請
さ
れ
た
。

私
も
同
じ
思
い
で
あ
る
。

　
　
　

核
兵
器
禁
止
の
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
努
力
を
す

る
つ
も
り
か
。

　
　
　

本
市
が
加
盟
し
て
い

る
、
日
本
非
核
自
治
体
協
議

会
や
、
平
和
首
長
会
議
と
歩

調
を
合
わ
せ
た
取
組
み
と
と

も
に
、
核
実
験
を
行
う
国
や

地
域
に
対
す
る
抗
議
行
動
を

は
じ
め
、
核
兵
器
の
脅
威
を

広
く
市
民
に
伝
え
る
こ
と
で
、

核
兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現

に
貢
献
し
た
い
。

　
　
　

平
和
首
長
会
議
に
は
、

全
国
の
約
97
％
の
市
町
村
が

加
盟
し
て
い
る
。
力
を
合
わ

せ
れ
ば
日
本
政
府
の
態
度
も

変
え
ら
れ
る
。
確
信
を
持
っ

て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
。

　
　
　

昨
年
度
は
、
中
学
校

の
普
通
教
室
全
て
に
エ
ア
コ

ン
が
設
置
さ
れ
、
喜
ば
れ
て

い
る
。
小
学
校
へ
の
設
置
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　

本
年
度
は
加
津
佐

地
区
、
西
有
家
地
区
の
設
計

業
務
を
完
成
さ
せ
、
普
通
教

室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進

め
た
い
。

　
　
　

合
併
特
例
債
を
使
っ

て
前
倒
し
で
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

　
　
　
　

国
の
補
助
金
の
確

保
に
努
め
な
が
ら
、
早
期
に

小
学
校
へ
の
設
置
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　
　
　

毎
年
就
学
援
助
制
度

の
改
善
を
求
め
て
き
た
。
最

近
の
利
用
率
の
推
移
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　

年
々
増
加
し
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

桑原幸治議員

政府に対し、核兵
器禁止条約への署
名を要請せよ

政府に対し、核兵
器禁止条約への署
名を要請せよ
市長 / 長崎市長が要請し
た。同じ思いである。

閉
校
に
な
っ
た
小
学
校

舎
の
対
応
策
に
つ
い
て

行
革
に
つ
い
て

就
学
援
助
の
改
善
に

つ
い
て

核
兵
器
禁
止
条
約
に

つ
い
て

教
育
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

教
育
長

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て

教
育
次
長

 就学援助の利用率 

平成25年度…１０.９％ 

平成26年度…１２.０％ 

平成27年度…１２.３％ 

平成28年度…１３.２％ 

有
馬
商
業
跡
地
利
用

に
つ
い
て

市
長


